
JP 2008-306516 A 2008.12.18

10

(57)【要約】
【課題】電池駆動の通信端末の電池残量が少なくなった
場合、当該通信端末の消費電力を低減することが可能な
通信端末、通信システム及び送信方法を提供すること。
【解決手段】フレームの送受信を行う手段のパワーオン
とパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端末であり
電池残量が少ない第一の通信端末の送信及び第一の通信
端末から電池残量が少ないことを通知された第二の通信
端末の第一の通信端末に対する送信は、送信待ち時間を
電池残量が少なくない時よりも平均的に短くなるように
する。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端
末であって、
　電池の残量を検知する電池残量検知部と、
　フレームを受信する受信部と、
　フレームを送信する送信部と、
　前記送信部より送信する送信フレームを生成する送信フレーム生成部と、
　前記受信部により受信されたフレームに格納された内容を読み出すフレーム内容読み出
し部と、
　前記送信部より前記送信フレームを送信した後に前記送信した送信フレームに対する受
信応答のフレームが前記フレーム内容読み出し部で検知されなかった場合に、前記送信し
た送信フレームの再送を判断する再送制御部と、
　前記送信フレームの送信時に乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とから上限値を決
定し、０から前記上限値の間で一様に分布する乱数を発生させ、該乱数に基づいて前記送
信フレームを送信するための送信待ち時間を設定し、前記送信フレームの最初の送信時に
は前記最小上限値を前記上限値として前記乱数を発生させ、前記再送制御部が前記送信フ
レームの再送を決定した場合には前記上限値を前記最大上限値まで順次大きくして前記乱
数を発生させる送信待ち時間設定部と、
　フレームの送受信の制御及び前記乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とを前記送信
待ち時間設定部に設定する制御部と、
　を有し、
　前記制御部は、電池残量が少ないことを前記電池残量検知部が通知してきた場合に、通
常時の前記最小上限値より小さな最小上限値を前記送信待ち時間設定部に設定すること、
　を特徴とする通信端末。
【請求項２】
フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端
末であって、
　電池の残量を検知する電池残量検知部と、
　フレームを受信する受信部と、
　フレームを送信する送信部と、
　前記送信部より送信する送信フレームを生成する送信フレーム生成部と、
　前記受信部により受信されたフレームに格納された内容を読み出すフレーム内容読み出
し部と、
　前記送信部より前記送信フレームを送信した後に前記送信した送信フレームに対する受
信応答のフレームが前記フレーム内容読み出し部で検知されなかった場合に、前記送信し
た送信フレームの再送を判断する再送制御部と、
　前記送信フレームの送信時に乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とから上限値を決
定し、０から前記上限値の間で一様に分布する乱数を発生させ、該乱数に基づいて前記送
信フレームを送信するための送信待ち時間を設定し、前記送信フレームの最初の送信時に
は前記最小上限値を前記上限値として前記乱数を発生させ、前記再送制御部が前記送信フ
レームの再送を決定した場合には前記上限値を前記最大上限値まで順次大きくして前記乱
数を発生させる送信待ち時間設定部と、
　フレームの送受信の制御及び前記乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とを前記送信
待ち時間設定部に設定する制御部と、
　を有し、
　前記主制御部は、電池残量が少ないことを前記電池残量検知部が通知してきた場合に、
前記送信待ち時間設定部に対して前記最大上限値を前記最小上限値と同じ値に設定するこ
と、
　を特徴とする通信端末。
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【請求項３】
前記制御部は、電池残量が少ないことを前記電池残量検知部が通知してきた場合に、
自端末の電池残量が少ないことを通知する電池残量少フレームを前記送信フレーム生成部
に生成させ、前記電池残量少フレームを前記送信部により他の通信端末に送信させること
、
　を特徴とする請求項１または２に記載の通信端末。
【請求項４】
電池の残量を検知する電池残量検知部と、
　フレームを受信する受信部と、
　フレームを送信する送信部と、
　前記送信部より送信するフレームを生成する送信フレーム生成部と、
　前記受信部により受信されたフレームに格納された内容を読み出すフレーム内容読み出
し部と、
　前記送信部より前記送信フレームを送信した後に前記送信した送信フレームに対する受
信応答のフレームが前記フレーム内容読み出し部で検知されなかった場合に、前記送信し
た送信フレームの再送を判断する再送制御部と、
　前記送信フレームの送信時に乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とから上限値を決
定し、０から前記上限値の間で一様に分布する乱数を発生させ、該乱数に基づいて前記送
信フレームを送信するための送信待ち時間を設定し、前記送信フレームの最初の送信時に
は前記最小上限値を前記上限値として前記乱数を発生させ、前記再送制御部が前記送信フ
レームの再送を決定した場合には前記上限値を前記最大上限値まで順次大きくして前記乱
数を発生させる送信待ち時間設定部と、
　フレームの送受信の制御及び前記乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とを前記送信
待ち時間設定部に設定する制御部と、
　を有し、
　前記制御部は、他の通信端末から電池残量が少ない旨の通知を受信した場合に、前記他
の通信端末宛の前記送信フレームの送信時に、通常時の前記最小上限値より小さな最小上
限値を前記送信待ち時間設定部に設定すること、
　を特徴とする通信端末。
【請求項５】
電池の残量を検知する電池残量検知部と、
　フレームを受信する受信部と、
　フレームを送信する送信部と、
　前記送信部より送信するフレームを生成する送信フレーム生成部と、
　前記受信部により受信されたフレームに格納された内容を読み出すフレーム内容読み出
し部と、
　前記送信部より前記送信フレームを送信した後に前記送信した送信フレームに対する受
信応答のフレームが前記フレーム内容読み出し部で検知されなかった場合に、前記送信し
た送信フレームの再送を判断する再送制御部と、
　前記送信フレームの送信時に乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とから上限値を決
定し、０から前記上限値の間で一様に分布する乱数を発生させ、該乱数に基づいて前記送
信フレームを送信するための送信待ち時間を設定し、前記送信フレームの最初の送信時に
は前記最小上限値を前記上限値として前記乱数を発生させ、前記再送制御部が前記送信フ
レームの再送を決定した場合には前記上限値を前記最大上限値まで順次大きくして前記乱
数を発生させる送信待ち時間設定部と、
　フレームの送受信の制御及び前記乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とを前記送信
待ち時間設定部に設定する制御部と、
　を有し、
　前記制御部は、他の通信端末から電池残量が少ない旨の通知を受信した場合に、前記他
の通信端末宛の前記送信フレームの送信時に、前記送信待ち時間設定部に対して前記最大
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上限値を前記最小上限値と同じ値に設定すること、
　を特徴とする通信端末。
【請求項６】
複数の通信端末により構成される通信システムであって、請求項１または２に記載の通信
端末を少なくとも１台含むこと、
　を特徴とする通信システム。
【請求項７】
複数の通信端末により構成される通信システムであって、請求項３に記載の通信端末を少
なくとも１台含み、請求項４または５に記載の通信端末を少なくとも１台含むこと、
　を特徴とする通信システム。
【請求項８】
管理端末として請求項４または５に記載の通信端末を１台含むこと、
　を特徴とする請求項７に記載の通信システム。
【請求項９】
フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端
末が他の通信端末にフレームを送信する送信方法であって、
　自端末の電池残量が少ないことを検知し、自端末内にフレームを準備し、通常時におい
ては、フレームの送信時にフレームを送信するための送信待ち時間を選択する範囲を所定
の最小選択範囲から再送の度に順次大きくして前記送信待ち時間を設定し、自端末の電池
残量が少ないことを検知した後においてはフレームの送信時に前記送信待ち時間を選択す
る範囲の上限を通常時よりも小さくして前記送信待ち時間を設定して前記送信待ち時間に
基づいて前記フレームを送信すること、
　を特徴とする送信方法。
【請求項１０】
フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端
末が他の通信端末にフレームを送信する送信方法であって、
　自端末の電池残量が少ないことを検知し、自端末内にフレームを準備し、通常時におい
ては、フレームの送信時にフレームを送信するための送信待ち時間を選択する範囲を所定
の最小選択範囲から再送の度に順次大きくして前記送信待ち時間を設定し、自端末の電池
残量が少ないことを検知した後においてはフレームの送信時に前記送信待ち時間を選択す
る範囲を通常時の最小選択範囲として前記送信待ち時間を設定して前記送信待ち時間に基
づいて前記フレームを送信すること、
　を特徴とする送信方法。
【請求項１１】
通信端末が、フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワー
セーブ通信端末にフレームを送信する送信方法であって、
　自端末内にフレームを準備し、通常時においては、フレームの送信時にフレームを送信
するための送信待ち時間を選択する範囲を所定の最小選択範囲から再送の度に順次大きく
して前記送信待ち時間を設定し、他の通信端末から電池残量が少ない旨の通知を受信した
後においては前記他の通信端末宛のフレームの送信時に前記送信待ち時間を選択する範囲
の上限を通常時よりも小さくして前記送信待ち時間を設定して前記送信待ち時間に基づい
て前記フレームを送信すること、
　を特徴とする送信方法。
【請求項１２】
通信端末が、フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワー
セーブ通信端末にフレームを送信する送信方法であって、
　自端末内にフレームを準備し、通常時においてはフレームの送信時にフレームを送信す
るための送信待ち時間を選択する範囲を所定の最小選択範囲から再送の度に順次大きくし
て前記送信待ち時間を設定し、他の通信端末から電池残量が少ない旨の通知を受信した後
においては前記他の通信端末宛のフレームの送信時に前記送信待ち時間を選択する範囲を
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通常時の最小選択範囲として前記送信待ち時間を設定して前記送信待ち時間に基づいて前
記フレームを送信すること、
　を特徴とする送信方法。
【請求項１３】
フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端
末であって、
　電池の残量を検知する電池残量検知部と、
　フレームを受信する受信部と、
　フレームを送信する送信部と、
　前記送信部より送信する送信フレームを生成する送信フレーム生成部と、
　前記送信部のパワーオンとパワーオフとを切り替えるパワーオン・オフ部と、
　前記送信フレームを格納する送信フレーム内容格納部と、
　フレームの送受信を制御し、前記パワーオン・オフ部に前記送信部のパワーオンまたは
パワーオフの指示を設定する制御部と、
　を有し、
　前記制御部は、電池残量が少ないことを前記電池残量検知部が通知してきた場合に、前
記送信フレーム内容格納部に複数の前記送信フレームが格納されたことを条件として前記
パワーオン・オフ部に前記送信部のパワーオンを設定し、前記複数の送信フレームを前記
送信部より送信させること、
　を特徴とする通信端末。
【請求項１４】
管理端末に管理され、フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返
すパワーセーブ通信端末であって、
　電池の残量を検知する電池残量検知部と、
　フレームを受信する受信部と、
　フレームを送信する送信部と、
　前記送信部より送信する送信フレームを生成する送信フレーム生成部と、
　前記受信部により受信されたフレームに格納された内容を読み出すフレーム内容読み出
し部と、
　パワーオンまたはパワーオフの指示に基づいて、前記受信部と前記送信部と前記送信フ
レーム生成部と前記フレーム内容読み出し部とのパワーオンとパワーオフとを切り替える
パワーオン・オフ部と、
　前記送信フレームを格納する送信フレーム内容格納部と、
　フレームの送受信を制御し、前記パワーオン・オフ部に前記パワーオンまたはパワーオ
フの指示を設定する制御部と、
　を有し、
　前記制御部は、電池残量が少ないことを前記電池残量検知部が通知してきた場合に、前
記送信フレーム内容格納部に送信フレームが格納されたタイミングではフレームの送信を
行わずに、前記管理端末からの基準フレームの受信タイミングに合わせて前記パワーオン
・オフ部にパワーオンの指示を設定し、さらに前記フレーム内容読み出し部が前記基準フ
レームの受信を通知した場合に、前記送信フレーム内容格納部に格納されている送信フレ
ームを送信部より送信させること、
　を特徴とする通信端末。
【請求項１５】
複数の通信端末により構成される通信システムであって、請求項１３または１４に記載の
通信端末を少なくとも１台含むこと、
　を特徴とする通信システム。
【請求項１６】
管理端末を１台含むこと、
　を特徴とする請求項１５に記載の通信システム。
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【請求項１７】
フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端
末が他の通信端末にフレームを送信する送信方法であって、
　自端末内にフレームを準備し、自端末の電池残量が少ないことを検知し、前記電池残量
が少ないことを検知した後においては自端末内に複数のフレームが準備されたことを条件
として前記フレームの送受信を行う手段をパワーオンして前記複数のフレームを一度に前
記他の通信端末に送信すること、
　を特徴とする送信方法。
【請求項１８】
フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端
末が他の通信端末にフレームを送信する送信方法であって、
　自端末の電池残量が少ないことを検知し、自端末内にフレームを準備し、自端末の電池
残量が少ないことを検知した後においては自端末内にフレームが準備されたタイミングで
は前記フレームの送信を行わずに前記管理端末からの基準フレームの受信タイミングに合
わせて前記フレームの送受信を行う手段をパワーオンしてさらに前記基準フレームの受信
した場合に前記フレームを送信すること、
　を特徴とする送信方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線ＬＡＮ等の無線通信に用いられる、通信端末の一種である管理端末を含
む通信端末及び、複数の通信端末から構成される通信システム及び送信方法に関するもの
である。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無線通信網が整備され、携帯無線通信端末を用いたネットワークへの接続が一般
的になってきている。携帯無線通信端末では常時電源コンセントから電力を供給させるこ
とが困難であるため電池を駆動源としているが、電池残量が少なくなっても充電すること
が難しい場合も多い。このため、電池残量の情報を通知して電池残量に応じて伝送速度、
伝送方式及び電源の制御方式の設定を行うことで無用な電池消耗を抑えることが行われて
いる。
【特許文献１】特許第３４１０８９２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記従来の通信システムでの省電力化は、通信端末が通信路へのアクセ
ス権を獲得した後での省電力化である。ＣＳＭＡ／ＣＡ（Ｃａｒｒｉｅｒ　Ｓｅｎｓｅ　
Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ　ｗｉｔｈ　Ｃｏｌｌｉｓｉｏｎ　Ａｖｏｉｄａｎｃｅ
）のように通信路が空いているかどうかを調べて空いていない場合には送信を延期させる
必要があるアクセス方式において、パワーオンとパワーオフを繰り返して低消費電力化を
図っているパワーセーブ端末が複数の通信端末と共存する場合、パワーセーブ端末がフレ
ームを送信するためにパワーオンした後で、他の通信端末とのフレーム送信権の獲得競争
に負けると、他の通信端末のフレーム送信が完了するまでパワーオンしておく必要があり
、これによる電力の消費を抑えることができないという問題があった。
【０００４】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、通信端末の消費電力を通常の場合より
も少なくすることが可能な、省電力化に優れた通信端末、通信システム及び送信方法を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
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　上記課題を解決するために本発明は、フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワ
ーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端末であって、電池の残量を検知する電池残量検知
部と、フレームを受信する受信部と、フレームを送信する送信部と、前記送信部より送信
する送信フレームを生成する送信フレーム生成部と、前記受信部により受信されたフレー
ムに格納された内容を読み出すフレーム内容読み出し部と、前記送信部より前記送信フレ
ームを送信した後に前記送信した送信フレームに対する受信応答のフレームが前記フレー
ム内容読み出し部で検知されなかった場合に、前記送信した送信フレームの再送を判断す
る再送制御部と、前記送信フレームの送信時に乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値と
から上限値を決定し、０から前記上限値の間で一様に分布する乱数を発生させ、該乱数に
基づいて前記送信フレームを送信するための送信待ち時間を設定し、前記送信フレームの
最初の送信時には前記最小上限値を前記上限値として前記乱数を発生させ、前記再送制御
部が前記送信フレームの再送を決定した場合には前記上限値を前記最大上限値まで順次大
きくして前記乱数を発生させる送信待ち時間設定部と、フレームの送受信の制御及び前記
乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とを前記送信待ち時間設定部に設定する制御部と
、を有し、前記制御部は、電池残量が少ないことを前記電池残量検知部が通知してきた場
合に、通常時の前記最小上限値より小さな最小上限値を前記送信待ち時間設定部に設定す
ること、を特徴とするものである。
【発明の効果】
【０００６】
　本発明によれば、電池残量が少なくなったパワーセーブ通信端末がフレームを送信する
時に、通常よりも短い時間でフレーム送信が可能となるので、他の通信端末とのフレーム
送信権の獲得競争に勝ちやすくなり、他の通信端末のフレーム送信中にパワーオンしてお
く確率を小さくでき、その結果、通常よりも消費電力を抑えたい電池残量が少ないときに
省電力化を図ることのできる通信端末が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００７】
　第１の発明の通信端末は、フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを
繰り返すパワーセーブ通信端末であって、電池の残量を検知する電池残量検知部と、フレ
ームを受信する受信部と、フレームを送信する送信部と、送信部より送信する送信フレー
ムを生成する送信フレーム生成部と、受信部により受信されたフレームに格納された内容
を読み出すフレーム内容読み出し部と、送信部より送信フレームを送信した後に送信した
送信フレームに対する受信応答のフレームがフレーム内容読み出し部で検知されなかった
場合に、送信した送信フレームの再送を判断する再送制御部と、送信フレームの送信時に
乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とから上限値を決定し、０から上限値の間で一様
に分布する乱数を発生させ、該乱数に基づいて送信フレームを送信するための送信待ち時
間を設定し、送信フレームの最初の送信時には最小上限値を上限値として乱数を発生させ
、再送制御部が送信フレームの再送を決定した場合には上限値を最大上限値まで順次大き
くして乱数を発生させる送信待ち時間設定部と、フレームの送受信の制御及び乱数発生範
囲の最小上限値と最大上限値とを送信待ち時間設定部に設定する制御部と、を有し、制御
部は、電池残量が少ないことを電池残量検知部が通知してきた場合に、通常時の最小上限
値より小さな最小上限値を送信待ち時間設定部に設定すること、を特徴としたものである
。これにより、電池残量が少なくなったパワーセーブ通信端末がフレームを送信する時に
通常よりも短い時間でフレーム送信が可能となるので、他の通信端末とのフレーム送信権
の獲得競争に勝ちやすくなり、他の通信端末のフレーム送信中にパワーオンしておく確率
を小さくでき、その結果、通常よりも消費電力を抑えたい電池残量が少ないときに省電力
化が図られる、という作用を有する。
【０００８】
　第２の発明の通信端末は、フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを
繰り返すパワーセーブ通信端末であって、電池の残量を検知する電池残量検知部と、フレ
ームを受信する受信部と、フレームを送信する送信部と、送信部より送信する送信フレー
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ムを生成する送信フレーム生成部と、受信部により受信されたフレームに格納された内容
を読み出すフレーム内容読み出し部と、送信部より送信フレームを送信した後に送信した
送信フレームに対する受信応答のフレームがフレーム内容読み出し部で検知されなかった
場合に、送信した送信フレームの再送を判断する再送制御部と、送信フレームの送信時に
乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とから上限値を決定し、０から上限値の間で一様
に分布する乱数を発生させ、該乱数に基づいて送信フレームを送信するための送信待ち時
間を設定し、送信フレームの最初の送信時には最小上限値を上限値として乱数を発生させ
、再送制御部が送信フレームの再送を決定した場合には上限値を最大上限値まで順次大き
くして乱数を発生させる送信待ち時間設定部と、フレームの送受信の制御及び乱数発生範
囲の最小上限値と最大上限値とを送信待ち時間設定部に設定する制御部と、を有し、主制
御部は、電池残量が少ないことを電池残量検知部が通知してきた場合に、送信待ち時間設
定部に対して最大上限値を最小上限値と同じ値に設定すること、を特徴としたものである
。これにより、電池残量が少なくなったパワーセーブ通信端末がフレームを送信する時に
、通常よりも短い時間でフレーム再送が可能となるので、他の通信端末とのフレーム再送
権の獲得競争に勝ちやすくなり、他の通信端末のフレーム送信中にパワーオンしておく確
率を小さくでき、その結果、通常よりも消費電力を抑えたい電池残量が少ないときに省電
力化が図られる、という作用を有する。
【０００９】
　第３の発明の通信端末は、第１または２に記載の通信端末において、制御部は、電池残
量が少ないことを電池残量検知部が通知してきた場合に、自端末の電池残量が少ないこと
を通知する電池残量少フレームを送信フレーム生成部に生成させ、電池残量少フレームを
送信部により他の通信端末に送信させること、を特徴としたものである。これにより、自
端末の電池残量が少ないことが他の通信端末に確実に通知される、という作用を有する。
【００１０】
　第４の発明の通信端末は、電池の残量を検知する電池残量検知部と、フレームを受信す
る受信部と、フレームを送信する送信部と、送信部より送信するフレームを生成する送信
フレーム生成部と、受信部により受信されたフレームに格納された内容を読み出すフレー
ム内容読み出し部と、送信部より送信フレームを送信した後に送信した送信フレームに対
する受信応答のフレームがフレーム内容読み出し部で検知されなかった場合に、送信した
送信フレームの再送を判断する再送制御部と、送信フレームの送信時に乱数発生範囲の最
小上限値と最大上限値とから上限値を決定し、０から上限値の間で一様に分布する乱数を
発生させ、該乱数に基づいて送信フレームを送信するための送信待ち時間を設定し、送信
フレームの最初の送信時には最小上限値を上限値として乱数を発生させ、再送制御部が送
信フレームの再送を決定した場合には上限値を最大上限値まで順次大きくして乱数を発生
させる送信待ち時間設定部と、フレームの送受信の制御及び乱数発生範囲の最小上限値と
最大上限値とを送信待ち時間設定部に設定する制御部と、を有し、制御部は、他の通信端
末から電池残量が少ない旨の通知を受信した場合に、他の通信端末宛の送信フレームの送
信時に、通常時の最小上限値より小さな最小上限値を送信待ち時間設定部に設定すること
、を特徴としたものである。これにより、通信端末は電池残量が少なくなった他の通信端
末にフレームを送信する際に通常よりも短い時間でフレーム送信が可能となるので、その
他の通信端末とのフレーム送信権の獲得競争に勝ちやすくなり、その他の通信端末のフレ
ーム送信中に電池残量が少なくなった他の通信端末にパワーオンしておいてもらう確率を
小さくでき、その結果、電池残量が少なくなった他の通信端末が通常よりも消費電力を抑
えたい電池残量が少ないときに省電力化が図られる、という作用を有する。
【００１１】
　第５の発明の通信端末は、電池の残量を検知する電池残量検知部と、フレームを受信す
る受信部と、フレームを送信する送信部と、送信部より送信するフレームを生成する送信
フレーム生成部と、受信部により受信されたフレームに格納された内容を読み出すフレー
ム内容読み出し部と、送信部より送信フレームを送信した後に送信した送信フレームに対
する受信応答のフレームがフレーム内容読み出し部で検知されなかった場合に、送信した
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送信フレームの再送を判断する再送制御部と、送信フレームの送信時に乱数発生範囲の最
小上限値と最大上限値とから上限値を決定し、０から上限値の間で一様に分布する乱数を
発生させ、該乱数に基づいて送信フレームを送信するための送信待ち時間を設定し、送信
フレームの最初の送信時には最小上限値を上限値として乱数を発生させ、再送制御部が送
信フレームの再送を決定した場合には上限値を最大上限値まで順次大きくして乱数を発生
させる送信待ち時間設定部と、フレームの送受信の制御及び乱数発生範囲の最小上限値と
最大上限値とを送信待ち時間設定部に設定する制御部と、を有し、制御部は、他の通信端
末から電池残量が少ない旨の通知を受信した場合に、他の通信端末宛の送信フレームの送
信時に、送信待ち時間設定部に対して最大上限値を最小上限値と同じ値に設定すること、
を特徴としたものである。これにより、通信端末から電池残量が少なくなった他の通信端
末にフレームを再送する際に通常よりも短い時間でフレーム再送が可能となるので、その
他の通信端末とのフレーム再送権の獲得競争に勝ちやすくなり、その他の通信端末のフレ
ーム送信中に電池残量が少なくなった他の通信端末にパワーオンしておいてもらう確率を
小さくでき、その結果、電池残量が少なくなった他の通信端末が通常よりも消費電力を抑
えたい電池残量が少ないときに省電力化が図られる、という作用を有する。
【００１２】
　第６の発明の通信端末は、フレームの送受信を行う手段のパワーオンとパワーオフとを
繰り返すパワーセーブ通信端末であって、電池の残量を検知する電池残量検知部と、フレ
ームを受信する受信部と、フレームを送信する送信部と、送信部より送信する送信フレー
ムを生成する送信フレーム生成部と、送信部のパワーオンとパワーオフとを切り替えるパ
ワーオン・オフ部と、送信フレームを格納する送信フレーム内容格納部と、フレームの送
受信を制御し、パワーオン・オフ部に送信部のパワーオンまたはパワーオフの指示を設定
する制御部と、を有し、制御部は、電池残量が少ないことを電池残量検知部が通知してき
た場合に、送信フレーム内容格納部に複数の送信フレームが格納されたことを条件として
パワーオン・オフ部に送信部のパワーオンを設定し、複数の送信フレームを送信部より送
信させること、を特徴としたものである。これにより、電池残量が少なくなったパワーセ
ーブ通信端末がフレームを送信する時に、複数のフレームを一度に送信するので、フレー
ムを送信するためにパワーオン状態にするために必要とされていたセットアップ時間の回
数を減らすことが可能となり、その結果、通信端末のパワーオン時間を短くできるので通
常よりも消費電力を抑えたい電池残量が少ないときに省電力化が図られる、という作用を
有する。
【００１３】
　第７の発明の通信端末は、管理端末に管理され、フレームの送受信を行う手段のパワー
オンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端末であって、電池の残量を検知する電
池残量検知部と、フレームを受信する受信部と、フレームを送信する送信部と、送信部よ
り送信する送信フレームを生成する送信フレーム生成部と、受信部により受信されたフレ
ームに格納された内容を読み出すフレーム内容読み出し部と、パワーオンまたはパワーオ
フの指示に基づいて、受信部と送信部と送信フレーム生成部とフレーム内容読み出し部と
のパワーオンとパワーオフとを切り替えるパワーオン・オフ部と、送信フレームを格納す
る送信フレーム内容格納部と、フレームの送受信を制御し、パワーオン・オフ部にパワー
オンまたはパワーオフの指示を設定する制御部と、を有し、制御部は、電池残量が少ない
ことを電池残量検知部が通知してきた場合に、送信フレーム内容格納部に送信フレームが
格納されたタイミングではフレームの送信を行わずに、管理端末からの基準フレームの受
信タイミングに合わせてパワーオン・オフ部にパワーオンの指示を設定し、さらにフレー
ム内容読み出し部が基準フレームの受信を通知した場合に、送信フレーム内容格納部に格
納されている送信フレームを送信部より送信させること、を特徴としたものである。これ
により、電池残量が少なくなったパワーセーブ通信端末は、管理端末の基準フレームを受
信するためにパワーオンした時にフレームの送信を行い、通信端末のフレーム送信のため
だけにパワーオン状態にするために必要とされていたセットアップ時間が不要となり、そ
の結果、通信端末のパワーオン時間を短くできるので通常よりも消費電力を抑えたい電池
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残量が少ないときに省電力化が図られる、という作用を有する。
【００１４】
　以下、本発明の実施の形態について、図１乃至図１２を用いて説明する。
【００１５】
　（実施の形態１）
　本発明の実施の形態１について図１乃至図８を用いて説明する。図１は、本発明の実施
の形態１にかかる通信端末の一例を示す外観斜視図である。図１において、１ａ、１ｂは
通信端末であり、１０１は通信端末１ａ、１ｂの筐体である。１０２は、筐体１０１の外
面に設けられ、電話番号などを表示するＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓ
ｐｌａｙ）である。１０３は筐体１０１の外面に設けられ、電話番号を指定するためのボ
タンなどで構成されるキーマトリックスである。１０４は、筐体１０１の外面に設けられ
たマイクであり、１０５ａは筐体１０１の外面から突出して設けられ、電波を送受信する
アンテナ２２３ａである。また、１０６は筐体１０１の外面に設けられ、話し相手からの
音声を出力するスピーカである。
【００１６】
　このように構成された本実施の形態における通信端末１ａ、１ｂは、携帯可能な電話器
である。なお、通信端末の一例として、図１に電話器を示したが、本発明にかかる通信端
末は特に電話器に限る必要はない。本発明にかかる通信端末は、アクセスポイントを含む
他の通信端末と接続可能な機能を備えた機器（例えばパーソナルコンピュータ等の電子機
器）であってもよい。
【００１７】
　図２は、通信端末のハードウェアの一例を示すブロック図である。図２において、１１
０は、破線で示す筐体１０１内の回路モジュールである。１１１は、回路モジュール１１
０に実装されたベースバンドＩＣ（Ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）であり、１
２４は回路モジュール１１０に実装された無線モジュールである。
【００１８】
　１１１ａはベースバンドＩＣ１１１に設けられたＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｃ
ｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）であり、１１１ｂはベースバンドＩＣ１１１に設けられて音声
処理を行うＶｏＩＰ（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）ブ
ロックである。また、１１１ｃはベースバンドＩＣ１１１に設けられた、無線ＬＡＮ（Ｌ
ｏｃａｌ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）のＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ）層を制御する無線ＭＡＣブロックである。１１１ｄはベースバンドＩＣ１１１
に設けられたメインバスであり、１１１ｅはベースバンドＩＣ１１１に設けられたローカ
ルバスである。
【００１９】
　１１２は回路モジュール１１０に実装されたＳＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄ
ｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）、１１３は回路モジュール
１１０に実装されたＦｌａｓｈ　ＲＯＭ（Ｆｌａｓｈ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ）である。
【００２０】
　ベースバンドＩＣ１１１内のＣＰＵ１１１ａ、ＶｏＩＰブロック１１１ｂ、及び無線Ｍ
ＡＣブロック１１１ｃは、メインバス１１１ｄを介して、ＳＤＲＡＭ１１２及びＦｌａｓ
ｈ　ＲＯＭ１１３に接続されている。
【００２１】
　また、図２において、１０２は回路モジュール１１０に実装されたＬＣＤ、１１４は回
路モジュール１１０に実装されてＬＣＤの電源を制御するＬＣＤ電源制御ＩＣ、１１６は
回路モジュール１１０に実装され、必要なＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ）電圧に
変換するＤＣ－ＤＣ（Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅｎｔ　ｔｏ　Ｄｉｒｅｃｔ　Ｃｕｒｒｅ
ｎｔ）変換器である。１１８は回路モジュール１１０に実装され、初期化信号を通知する
リセットＩＣであり、１２０は回路モジュール１１０に実装されるとともに電池１２１に
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接続され、電池１２１の電圧を測定することにより電池残量が少なくなったことを通知す
る電池残量検知ＩＣである。
【００２２】
　ＣＰＵ１１１ａは、ローカルバス１１１ｅを介して、ＬＣＤ１０２、ＬＣＤ電源制御Ｉ
Ｃ１１４、ＤＣ－ＤＣ変換器１１６、リセットＩＣ１１８及び電池残量検知ＩＣ１２０に
接続されている。
【００２３】
　１１７は、電池１２１に接続されてＬＣＤ１０２に必要な電圧に昇圧するＬＣＤ電源用
昇圧回路である。また、電池１２１には、電池残量検知ＩＣ１２０の他に、ＬＣＤ電源用
昇圧回路１１７、リセットＩＣ１１８及びダイオード１１９を介してＤＣ－ＤＣ変換器１
１６が接続されている。
【００２４】
　１２２はマイク１０４からの信号を増幅するアンプ、１２３はスピーカ１０６への信号
を増幅するアンプであり、アンプ１２２、１２３はそれぞれ、マイク１０４及びスピーカ
１０６に接続されている。また、ＣＰＵ１１１ａ及びＶｏＩＰブロック１１１ｂは、ロー
カルバス１１１ｅを介してアンプ１２２及びアンプ１２３に接続されている。
【００２５】
　また、図２において、１１５は回路モジュール１１０に実装され、ベースバンドＩＣ１
１１にクロックを供給する発振器である。１２６は回路モジュール１１０に実装され、使
用するアンテナをベースバンドＩＣ１１１から切り替えるアンテナ切り替えＳＷ（ＳＷｉ
ｔｃｈ）である。ベースバンドＩＣ１１１は、キーマトリックス１０３、発振器１１５、
無線モジュール１２４及びアンテナ切り替えＳＷ１２６に接続されている。
【００２６】
　１２４ａは無線モジュール１２４が備える送受信切り替えＳＷ、１２４ｂは無線モジュ
ール１２４が備える受信信号を増幅するＬＮＡ（Ｌｏｗ　Ｎｏｉｓｅ　Ａｍｐｌｉｆｉｅ
ｒ）、１２４ｃは無線モジュール１２４が備える送信信号を増幅するＰＡ（Ｐｏｗｅｒ　
Ａｍｐｌｉｆｉｅｒ）である。また、１２４ｄは無線モジュール１２４に備えられ、無線
信号への変調及び無線信号からの復調を行うＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）変
復調器である。
【００２７】
　また、１２５は無線モジュール１２４にクロックを供給する発振器であり、無線モジュ
ール１２４は、発振器１２５及びアンテナ切り替えＳＷ１２６に接続されている。アンテ
ナ切り替えＳＷ１２６は、図１に示した外部アンテナ１０５ａと、内部アンテナ１０５ｂ
とに接続されている。
【００２８】
　図３は、通信端末の一種である管理端末の一例の前面を示す外観斜視図、図４は、管理
端末の一例の背面を示す外観斜視図である。図３に示す本実施の形態における管理端末２
は、ルータである。
【００２９】
　図３において、２１は管理端末２の筐体であり、２２は筐体２１の前面に設けられたＬ
ＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）などの表示部である。
【００３０】
　図４において、２３は筐体２１の背面に設けられたＤＣ電源コネクタ、２４は筐体２１
の背面に設けられたＲＪ４５などＬＡＮ用モジュラージャック、２５は筐体２１の背面に
設けられたＷＡＮ（Ｗｉｄｅ　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）用モジュラージャックである
。また、２６はＤＣ電源コネクタ２３に接続された平行ケーブルなどの電力線であり、２
７はＬＡＮ用モジュラージャック２４及びＷＡＮ用モジュラージャック２５に接続される
ＬＡＮケーブルである。
【００３１】
　なお、管理端末の一例として、図３及び図４にルータを示したが、本発明にかかる管理
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端末は特にこれに限る必要はない。本発明にかかる管理端末は、アクセスポイントの機能
を備えた機器（例えばテレビ等の家電機器）であってもよい。
【００３２】
　図５は、管理端末２のハードウェアの一例を示すブロック図である。図５において、２
１０は破線で示す筐体２１内の回路モジュールである。２１１は回路モジュール２１０に
実装されたメインＩＣ、２１９は回路モジュール２１０に実装された無線ＬＡＮコントロ
ーラ、２２０は回路モジュール２１０に実装された無線モジュールである。
【００３３】
　２１１ａはメインＩＣ２１１に設けられたＣＰＵ、２１１ｆはメインＩＣ２１１に設け
られたメインバス、２１１ｇはメインＩＣ２１１に設けられたローカルバス、２１１ｂは
メインＩＣ２１１に設けられたバス上のデータの流れを制御するＢＣＵ（Ｂｕｓ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｕｎｉｔ）である。２１１ｃ及び２１１ｄはＥｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）の
ＭＡＣ層を制御するＭＡＣブロック（ＥＭＡＣ）、２１１ｅはＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｈｅ
ｒａｌ　Ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ　Ｕｎｉｔ）バスを制御するＰ
ＣＩＵである。
【００３４】
　また、２１４は回路モジュール２１０に実装されたＳＤＲＡＭ、２１５は回路モジュー
ル２１０に実装されたＦｌａｓｈ　ＲＯＭ、２１２はメインＩＣ２１１にクロックを供給
する発振器、２２はＬＥＤなどの表示部、２１３はメインＩＣ２１１に初期化信号を出力
するリセットＩＣである。
【００３５】
　そして、メインＩＣ２１１内のＣＰＵ２１１ａ及びＢＣＵ２１１ｂは、メインバス２１
１ｆを介して、ＳＤＲＡＭ２１４及びＦｌａｓｈ　ＲＯＭ２１５に接続されている。また
、ＣＰＵ２１１ａ及びＢＣＵ２１１ｂは、ローカルバス２１１ｇを介して、発振器２１２
と、表示部２２と、リセットＩＣ２１３と、に接続されている。
【００３６】
　２１６及び２１７は、Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）の物理層を制御するＥＰＨＹ（Ｅ
ｔｈｅｒｎｅｔ（登録商標）　ＰＨＹｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）・ＩＣである。メインＩ
Ｃ２１１内のＥＭＡＣブロック２１１ｃ、２１１ｄはそれぞれ、ＥＰＨＹ（Ｅｔｈｅｒｎ
ｅｔ（登録商標）　ＰＨＹｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）・ＩＣ２１６、２１７に接続されて
おり、ＥＰＨＹ・ＩＣ２１６、２１７はそれぞれ、ＷＡＮ用モジュラージャック２４、Ｌ
ＡＮ用モジュラージャック２５に接続されている。
【００３７】
　２１８は回路モジュール２１０に実装され、ＤＣ電源コネクタ２３から供給されるＤＣ
電圧をメインＩＣ２１１で必要なＤＣ電圧に変換するＤＣ－ＤＣ変換器である。メインＩ
Ｃ２１１は、ＤＣ－ＤＣ変換器２１８を介して、ＤＣ電源コネクタ２３に接続されている
。
【００３８】
　２１９ａは無線ＬＡＮコントローラ２１９に備えられてＭＡＣ層を制御するＭＡＣブロ
ック、２１９ｂは無線ＬＡＮコントローラ２１９に備えられて物理層を制御するＰＨＹブ
ロックである。メインＩＣ２１１内のＰＣＩＵ２１１ｅは、ＭＡＣブロック２１９ａを介
して、ＰＨＹブロック２１９ｂに接続されている。
【００３９】
　無線モジュール２２０は、メインＩＣ２１１から送信または受信状態が設定される。２
２０ａは無線モジュール２２０が備える送受信切り替えＳＷ、２２０ｂは無線モジュール
２２０が備える受信信号を増幅するＬＮＡ、２２０ｃは無線モジュール２２０が備える送
信信号を増幅するＰＡである。送受信切り替えＳＷ２２０ａは、メインＩＣ２１１から使
用するアンテナを切り替えるアンテナ切り替えＳＷ２２２を介して、アンテナ２２３ａ、
２２３ｂに接続されている。また、２２０ｄは無線モジュール２２０に備えられ、無線信
号への変調及び無線信号からの復調を行うＲＦ変復調器であり、無線ＬＡＮコントローラ
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２１９内のＰＨＹブロック２１９ｂに接続されている。２２１は無線モジュール２２０に
接続され、無線モジュール２２０にクロックを供給する発振器である。
【００４０】
　図６は、通信端末の機能ブロック図である。図６において、１５０は送信部、１６０は
受信部、１１１ｃ１は送信フレーム生成部、１１１ｃ２は送信待ち時間設定部、１１１ｃ
３は再送制御部、１１１ｃ４はフレーム内容読み出し部、１２０は電池残量検知部、１１
２は送信フレーム内容格納部（ＳＤＲＡＭ）、１１１ａ１は主制御部、１１１ａ２はパワ
ーオン・オフ部である。
【００４１】
　ここで、送信フレーム生成部１１１ｃ１、送信待ち時間設定部１１１ｃ２、再送制御部
１１１ｃ３及びフレーム内容読み出し部１１１ｃ４は無線ＭＡＣブロック１１１ｃの一部
である。主制御部１１１ａ１及びパワーオン・オフ部１１１ａ２は、ベースバンドＩＣ１
１１の一部であるＣＰＵ１１１ａの一部である。送信部１５０及び受信部１６０は、無線
モジュール１２４、発振器１２５、アンテナ切り替えＳＷ１２６、外部アンテナ１０５ａ
及び内部アンテナ１０５ｂから構成される。
【００４２】
　電池残量検知部１２０は、電池電圧が所定の電圧よりも低くなると主制御部１１１ａ１
に電池残量が少なくなったことを通知する。また、電池残量検知部１２０は、電池電圧が
所定の電圧よりも低くなっていない場合には、電池電圧が所定の電圧よりも低くなってい
ないことを主制御部１１１ａ１に通知する。
【００４３】
　パワーオン・オフ部１１１ａ２は、主制御部１１１ａ１から電力供給を行わないように
通知された場合には送信部１５０、受信部１６０及び無線ＭＡＣブロック１１１ｃをパワ
ーオフし、電力供給を行うように通知された場合には送信部１５０、受信部１６０及び無
線ＭＡＣブロック１１１ｃをパワーオンする。再送制御部１１１ｃ３は、送信フレーム生
成部１１１ｃ１で生成されたフレームを送信部１５０から送信した後に、フレーム内容読
み出し部１１１ｃ４に受信応答フレームが検知されなかった場合にフレームを再送するか
どうかを判断する。
【００４４】
　送信部１５０はフレームを空中に送信し、受信部１６０は空中よりフレームを受信する
。受信部１６０で受信されたフレームはフレーム内容読み出し部１１１ｃ４に受け渡され
、フレーム内容読み出し部１１１ｃ４は受け渡されたフレームが正常でない場合には破棄
し、フレームが正常な場合、フレーム内容が受信応答の場合には再送制御部１１１ｃ３に
通知し、受信応答でない場合には主制御部１１１ａ１に通知する。
【００４５】
　次に、電池残量検知部１２０が、電池電圧が所定の電圧よりも低くなっていないことを
主制御部１１１ａ１に通知している場合、すなわち通常時のフレーム送信について説明す
る。主制御部１１１ａ１は、送信待ち時間設定部１１１ｃ２にフレームを送信する場合の
オフセット値、最小上限値及び最大上限値を設定する。主制御部１１１ａ１は、送信フレ
ーム生成部１１１ｃ２に、送信フレーム内容格納部１１２に格納されているフレーム内容
を通信路に送信可能なフレームに生成させる。送信フレーム生成部１１１ｃ１は、生成し
たフレームを送信することを送信待ち時間設定部１１１ｃ２に通知する。
【００４６】
　送信待ち時間設定部１１１ｃ２は、送信フレームの送信時に乱数発生範囲の最小上限値
と最大上限値とから上限値を決定し、０から上限値の間で一様に分布する乱数を発生させ
、該乱数に基づいて前記送信フレームを送信するための送信待ち時間を設定する。送信フ
レームの最初の送信時には最小上限値を上限値として乱数を発生させ、再送制御部１１１
ｃ３が送信フレームの再送を決定した場合には上限値を最大上限値まで順次大きくして乱
数を発生させる。
【００４７】
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　このような処理機能を有する送信待ち時間設定部１１１ｃ２は、０と主制御部１１１ａ
１に設定された最小上限値の範囲から任意の値を送信待ち基本単位時間数として決定し、
受信部１６０の出力の監視を開始する。送信待ち時間設定部１１１ｃ２は、オフセット値
に基本単位時間を掛けた時間の間に受信部１６０から出力がないことを確認する（以後、
オフセット時間確認と呼ぶ）と、その後の基本単位時間の経過毎に送信待ち基本単位時間
数を１つ減らしていく（以後、送信待ち減算処理と呼ぶ）。
【００４８】
　送信待ち基本単位時間数が０になる前に受信部１６０から出力があると、送信待ち時間
設定部１１１ｃ２は、送信待ち減算処理を中断し、再度オフセット時間確認を行った後で
送信待ち減算処理を再開する。送信待ち基本単位時間数が０になった時に、送信待ち時間
設定部１１１ｃ２は送信フレーム生成部１１１ｃ１に送信許可を通知する。送信許可を通
知された送信フレーム生成部１１１ｃ１は、送信フレームを送信部１５０に受け渡す。送
信フレームは、送信部１５０から空中に送信される。
【００４９】
　この時、送信フレームの送信先が１つだけのユニキャストフレームの場合には、送信フ
レーム生成部１１１ｃ１は、送信フレームを送信することを再送制御部１１１ｃ３に通知
する。再送制御部１１１ｃ３は、基本単位時間内に送信先からの受信応答フレームの受信
がフレーム内容読み出し部１１１ｃ４から通知されることを確認する。受信応答フレーム
の受信が通知されないと、再送制御部１１１ｃ３は送信フレーム生成部１１１ｃ１に送信
フレームの再送を通知する。送信フレーム生成部１１１ｃ１は、送信待ち時間設定部１１
１ｃ２に１回目の再送を行うことを通知する。
【００５０】
　送信待ち時間設定部１１１ｃ２は、０と最小上限値の次に大きい上限値の範囲から送信
待ち基本単位時間として決定し、説明したように送信フレームの送信から受信応答フレー
ムの受信確認を行う。再送制御部１１１ｃ３は、主制御部１１１ａ１に設定された再送回
数だけ説明したような送信フレームの送信から受信応答フレームの受信確認を行い、それ
でも受信応答フレームの受信に失敗すると再送処理を終了し、主制御部１１１ａ１に送信
フレームの送信失敗を通知する。
【００５１】
　電池電圧が所定の電圧よりも低くなっていることを電池残量検知部１２０が主制御部１
１１ａ１に通知している場合のフレーム送信での上記動作との相違点は、主制御部１１１
ａ１が、フレームを送信する場合の最小上限値に、電池電圧が所定の電圧よりも低くなっ
ていない場合より小さい最小上限値を送信待ち時間設定部１１１ｃ２に設定することであ
る。
【００５２】
　図７は、管理端末２の機能ブロック図である。図７において、２５０は送信部、２６０
受信部、２１９ａ１は送信フレーム生成部、２１９ａ２は送信待ち時間設定部、２１９ａ
３は再送制御部、２１９ａ４は、フレーム内容読み出し部、２１４は送信フレーム内容格
納部（ＳＤＲＡＭ）、２１１ａ１は主制御部である。
【００５３】
　ここで、送信フレーム生成部２１９ａ１、送信待ち時間設定部２１９ａ２、再送制御部
２１９ａ３及びフレーム内容読み出し部２１９ａ４は、ＭＡＣブロック２１９ａの一部で
ある。送信部２５０及び受信部２６０は、無線モジュール２２０、発振器２２１、アンテ
ナ切り替えＳＷ２２２、アンテナ２２３ａ及びアンテナ２２３ｂから構成される。図７中
において図６と同じ名称のもの動作は既に説明した図６の動作と同じである。
【００５４】
　また、管理端末２において通信端末の電池電圧が所定の電圧よりも低くなっていること
を通信端末から通知されている場合のフレーム送信では、主制御部２１１ａ１が、フレー
ムを送信する場合の最小上限値に、電池電圧が所定の電圧よりも低くなっていない場合よ
り小さい最小上限値を送信待ち時間設定部２１９ａ２に設定する。
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【００５５】
　図８は、実施の形態１における通信システムのあるタイミングでのタイムチャートであ
り、パワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端末である通信端末１ａ、１
ｂが管理端末２に保管されているフレームをそれぞれ１つずつ受信する場合を示している
。また、管理端末２と通信端末１ａとは本発明を実施しており、通信端末１ｂは本発明を
実施していない。
【００５６】
　時刻Ｔ８０の時点までに通信端末１ａの主制御部１１１ａ１は電池残量検知部１２０か
ら電池残量が少なくなっていることを通知されている。さらに、管理端末２の主制御部２
１１ａは、電池残量が少なくなっていることを通知するフレーム（電池残量少フレーム）
を通信端末１ａから受信しており、通信端末１ａの電池残量が少ないことを通知されてい
る。この電池残量少フレームは、通信端末１ａの主制御部１１１ａ１が送信フレーム生成
部１１１ｃ１に生成させ、送信部１５０により管理端末２へ送信させている。
【００５７】
　通信端末１ａの主制御部１１１ａ１は、電池残量検知部１２０から電池残量が少なくな
っていることを通知されているので、電池残量が少ないことを通知してきていない場合の
最小上限値より小さな最小上限値を送信待ち時間設定部１１１ｃ２に設定する。また、管
理端末２の主制御部２１１ａ１は、通信端末１ａから該通信端末１ａの電池残量が少なく
なっていることを通知されているので、通信端末１ａへのフレームの送信時に、通信端末
１ａの電池残量が少ないことを通知してきていない場合の最小上限値より小さな最小上限
値を送信待ち時間設定部２１９ｃ２に設定する。
【００５８】
　図８において、Ｂｅａｃｏｎフレーム８００は管理端末２から送信されており、通信端
末１ａ、１ｂの主制御部１１１ａ１は時刻Ｔ８０のＢｅａｃｏｎフレーム８００を受信可
能な時刻からパワーオンしている。本実施の形態では時刻Ｔ８０の時点で管理端末２には
通信端末１ａ、１ｂ宛てにそれぞれ１つずつフレームを保管しており、それぞれのフレー
ムの保管をＢｅａｃｏｎフレーム８００内で通知している。
【００５９】
　Ｂｅａｃｏｎフレーム８００を受信した通信端末１ａ、１ｂは管理端末２にフレームが
格納されていることを認識し、フレームの送信を要求するＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送信
するために、Ｂｅａｃｏｎフレーム８００の送信終了時刻Ｔ８１から競争を始める。ここ
で、通信端末１ａの主制御部１１１ａ１は、電池残量検知部１２０から電池残量が少なく
なっていることを通知されているので、電池残量が少ないことを通知してきていない場合
の最小上限値より小さな最小上限値を送信待ち時間設定部１１１ｃ２に設定している。
【００６０】
　そして、競争に勝った通信端末１ａがＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム８０１ａを送信する。続
いて、管理端末２は、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム８０１ａの受信応答であるＡＣＫフレーム
８０２を送信する。
【００６１】
　管理端末２と通信端末１ｂとは、ＡＣＫフレーム８０２の送信終了時刻Ｔ８２から競争
を始める。そして競争に勝った管理端末２が、通信端末１ａ宛てのＤａｔａフレーム８０
３を送信する。続いて通信端末１ａは、Ｄａｔａフレーム８０３の受信応答フレームであ
るＡＣＫフレーム８０２ａを送信し、ＡＣＫフレーム８０２ａの送信終了後にパワーオフ
する。
【００６２】
　通信端末１ｂは、ＡＣＫフレーム８０２ａの送信終了時刻Ｔ８３から競争を始めるが、
競争相手がいないのでＰＳ－Ｐｏｌｌ８０１ｂを送信できる。続いて管理端末２は、ＰＳ
－Ｐｏｌｌフレーム８０１ｂの受信応答であるＡＣＫフレーム８０２を送信する。管理端
末２は、ＡＣＫフレーム８０２の送信終了時刻Ｔ８４から競争を始めるが、競争相手がい
ないのでＤａｔａ８０３を送信できる。続いて通信端末１ｂは、Ｄａｔａフレーム８０３
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の受信応答フレームであるＡＣＫフレーム８０２ｂを送信し、ＡＣＫフレーム８０２ｂの
送信終了後にパワーオフする。
【００６３】
　空中に送信されるレートを１１Ｍｂｐｓ、通常の場合の最小上限値をＷｉＦｉ（Ｗｉｒ
ｅｌｅｓｓ　Ｆｉｄｅｌｉｔｙ）準拠製品で用いられている３１に、電池が少ない場合の
最小上限値を１５として、Ｄａｔａフレーム８０３をＧ．７１１のコーデックにより２０
ｍｓ間隔でサンプルされた音声データとすると、ＰＳ－ＰＯｌｌフレーム８０１ａ－ＡＣ
Ｋフレーム８０２の平均時間は５７８．８μｓ、ＰＳ－ＰＯｌｌフレーム８０１ｂ－ＡＣ
Ｋフレーム８０２の平均時間は７３８．８μｓ、通信端末１ａ宛てのＤａｔａフレーム８
０３－ＡＣＫフレーム８０２ａの平均時間は７２６．１μｓ、通信端末１ｂ宛てのＤａｔ
ａフレーム８０３－ＡＣＫフレーム８０２ｂの平均時間は８８６．１μｓとなる。
【００６４】
　つまり、時刻Ｔ８１から時刻Ｔ８３の平均時間は、５７８．８＋７２６．１＝１３０４
．９μｓで、時刻Ｔ８３から時刻Ｔ８５の平均時間は、７３８．８＋８８６．１＝１６２
４．９μｓとなる。また、時刻Ｔ８１から時刻Ｔ８３の平均時間は電池が少ない場合の平
均時間で、時刻Ｔ８３から時刻Ｔ８５の平均時間は通常の場合の平均時間でもあるので、
１３０４．９／１６２４．９＝０．８０３と、通信端末が１台しか存在しない場合でも１
９．７％の省電力化が図れることになる。
【００６５】
　上記説明では時刻Ｔ８１から開始された競争で通信端末１ａが、時刻Ｔ８２から開始さ
れた競争で管理端末２が勝つ場合を説明しているが、実際には必ず勝てるわけではない。
勝つ確率は通常の場合の最小上限値と電池が少なくない場合の最小上限値によって異なる
。
【００６６】
　たとえば、通常の場合を３１にし、電池が少ない場合の最小上限値を１５とすると、全
組合せが３２×１６＝５１２通りで、通常の場合の最小上限値３１の方が勝つ組合せは１
２０通り、電池が少ない場合の最小上限値１５の方が勝つ組合せは３７６通り、引き分け
る組合せが１６通りであり、それぞれの確率は２３．４％、７３．４％、３．１％となる
。
【００６７】
　また、通常の場合の最小上限値と電池が少ない場合の最小上限値が同じ３１の場合は、
全組合せが３２×３２＝１０２４通りで、通常の場合の方が勝つ組合せは４９６通り、電
池が少ない場合の方が勝つ組合せは４９６通り、引き分ける組合せが３２通りであり、そ
れぞれの確率は４８．４％、４８．４％、３．１％となる。
【００６８】
　したがって、図８における時刻Ｔ８１から開始された競争で通信端末１ａが通信端末１
ｂに勝つ確率が４８．４％から７３．４％となって通信端末１ａが勝ちやすくなり、通信
端末１ｂがＰＳ－Ｐｏｌｌ８１０ｂを送信している時に通信端末１ａがパワーオンしてお
く確率が下がるので平均的に低消費電力化が図れるものである。
【００６９】
　また、同様に図８における時刻Ｔ８２から開始された競争で管理端末２が通信端末１ｂ
に勝つ確率が４８．４％から７３．４％となって管理端末２が勝ちやすくなり、通信端末
１ｂがＰＳ－Ｐｏｌｌ８１０ｂを送信している時にパワーオンしておく確率が下がるので
平均的に低消費電力化が図れるものである。
【００７０】
　本実施の形態では通信端末が２つの場合について説明したが、通信端末の数はいくつで
もよいことは言うまでもない。また、本実施の形態では通信端末１ａと管理端末２の両方
で最小上限値を小さくする場合について説明したが、どちらかだけの最小上限値を小さく
しても構わない。
【００７１】
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　また、本実施の形態では最小上限値を通常時が３１で、電池残量が少ない時が１５の場
合について説明したが、通常時の値より電池残量が少ない時の値が小さければそれぞれ何
の値であっても構わない。また、本実施の形態では通信端末１ａがＡＣＫフレーム８０２
ａの送信直後にパワーオフする場合について説明したが、管理端末２がＡＣＫ８０２ａを
受信できなかった場合を考慮してある一定の時間パワーオンを継続する場合でも、平均パ
ワーオン時間を短くする効果があるのは言うまでもない。
【００７２】
　以上のように本実施の形態によれば、パワーオンとパワーオフを繰り返すパワーセーブ
通信端末である通信端末１ａが、自端末の電池残量が少ないことを検知した場合に、電池
残量が少ないことを検知していない場合よりもフレーム送信待ち時間を選択する範囲を小
さくする。また、該通信端末１ａは、自端末の電池残量が少ないことを通信相手である管
理端末２に通知して、電池残量が少ないことを通知されていない場合よりも管理端末２の
フレーム送信待ち時間を選択する範囲を小さくしてもらう。これにより、電池残量が少な
くなったパワーセーブ通信端末である通信端末１ａは、フレームを送受信する際に通常よ
りも短いパワーオン時間でフレームの送受信が可能となり、その結果、通常よりも消費電
力を抑えたい電池残量が少ないときに効果的に省電力化を行うことができる、という有利
な効果が得られる。
【００７３】
　（実施の形態２）
　本発明の実施の形態２について図６、７、９及び図１０を用いて説明する。図９及び図
１０は実施の形態２における通信システムのあるタイミングでのタイムチャートである。
通信端末１ａ、１ｂは、パワーオンとパワーオフとを繰り返すパワーセーブ通信端末であ
る。また、管理端末２と通信端末１ａとは本発明を実施しており、通信端末１ｂは本発明
を実施していない。
【００７４】
　すなわち、通信端末１ａでは、通常時、主制御部１１１ａ１は、送信待ち時間設定部１
１１ｃ２に対して乱数発生範囲の最小上限値と最大上限値とを設定し、送信待ち時間設定
部１１１ｃ２はフレームの送信時にフレームを送信する前の待ち時間を選択する範囲を最
小上限値から再送の度に順次大きくする。しかし、通信端末１ａの主制御部１１１ａ１は
、電池残量検知部１２０から電池残量が少なくなっていることを通知された場合にはフレ
ームの送信時に送信待ち時間設定部１１１ｃ２に対して最大上限値を最小上限値と同じ値
に設定して選択範囲を最小上限値から変更しない。
【００７５】
　一方、通信端末１ｂでは、送信待ち時間設定部１１１ｃ２は、フレームの送信時にフレ
ームを送信する前の待ち時間を選択する範囲を最小上限値から再送の度に順次大きくする
。
【００７６】
　また、管理端末２では、通信端末１ａから電池残量が少なくなっていることを通知され
た場合には、主制御部２１１ａは通信端末１ａへのフレームの送信時に送信待ち時間設定
部２１９ａ２に対して最大上限値を最小上限値と同じ値に設定して選択範囲を最小上限値
から変更しない。
【００７７】
　時刻Ｔ９０及び時刻Ｔ１００の時点までに通信端末１ａの主制御部１１１ａ１は電池残
量検知部１２０から電池残量が少なくなっていることを通知されている。さらに、管理端
末２の主制御部２１１ａは、電池残量が少なくなっていることを通知するフレーム（電池
残量少フレーム）を通信端末１ａから受信しており、通信端末１ａの電池残量が少ないこ
とを通知されている。この電池残量少フレームは、通信端末１ａの主制御部１１１ａ１が
送信フレーム生成部１１１ｃ１に生成させ、送信部１５０により管理端末２へ送信させて
いる。以下に本実施の形態の通信システムの動作を説明する。
【００７８】
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　まず、図９の場合について説明する。図９の期間において、通信端末１ａ、１ｂは、管
理端末２に保管されているフレームをそれぞれ１つずつ受信している。図９において、Ｂ
ｅａｃｏｎフレーム９００は管理端末２から送信されており、通信端末１ａ、１ｂの主制
御部１１１ａ１は時刻Ｔ９０のＢｅａｃｏｎフレーム９００を受信可能な時刻からパワー
オンしている。本実施の形態では時刻Ｔ９０の時点で管理端末２には通信端末１ａ、１ｂ
宛てにそれぞれ１つずつフレームを保管しており、それぞれのフレームの保管をＢｅａｃ
ｏｎフレーム９００内で通知している。
【００７９】
　Ｂｅａｃｏｎフレーム９００を受信した通信端末１ａ、１ｂは管理端末２にフレームが
格納されていることを認識し、フレームの送信を要求するＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送信
するために、Ｂｅａｃｏｎフレーム９００の送信終了時刻Ｔ９１から競争を始める。ここ
で、通信端末１ａ、１ｂの０から最小上限値の間で選択した送信待ち基本単位時間数が同
じであったためにＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム９０１ａ’とＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム９０１ｂ
’とが衝突し、管理端末２ではどちらのフレームも正常に受信できない。このため、管理
端末２からＡＣＫフレーム９０２が送信されることはない。
【００８０】
　通信端末１ａ、１ｂではＡＣＫフレーム９０２が規定の時間内に受信できなかったので
時刻Ｔ９１’で再送を決定し、競争を開始する。ここで、通信端末１ａでは、主制御部１
１１ａ１は電池残量検知部１２０から電池残量が少なくなっていることを通知されている
ので、主制御部１１１ａ１はフレームの送信時に送信待ち時間設定部１１１ｃ２に対して
最大上限値を最小上限値と同じ値に設定して選択範囲を最小選択範囲から変更しない。一
方、通信端末１ｂでは、送信待ち時間設定部１１１ｃ２は、フレームの送信時にフレーム
を送信する前の待ち時間を選択する範囲を最小選択範囲から再送の度に順次大きくする。
【００８１】
　そして、フレーム再送権の獲得競争に勝った通信端末１ａが、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム
９０１ａを送信する。続いて管理端末２は、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム９０１ａの受信応答
であるＡＣＫフレーム９０２を送信する。
【００８２】
　管理端末２と通信端末１ａとは、ＡＣＫフレーム９０２の送信終了時刻Ｔ９２から競争
を始める。そして競争に勝った管理端末２が、通信端末１ａ宛てのＤａｔａフレーム９０
３を送信する。続いて通信端末１ａは、Ｄａｔａフレーム９０３の受信応答フレームであ
るＡＣＫフレーム９０２ａを送信し、ＡＣＫフレーム９０２ａの送信終了後にパワーオフ
する。
【００８３】
　通信端末１ｂは、ＡＣＫフレーム９０２ａの送信終了時刻Ｔ３から競争を始めるが、競
争相手がいないのでＰＳ－Ｐｏｌｌ９０１ｂを送信できる。続いて管理端末２は、ＰＳ－
Ｐｏｌｌフレーム９０１ｂの受信応答であるＡＣＫフレーム９０２を送信する。管理端末
２はＡＣＫフレーム９０２の送信終了時刻Ｔ９４から競争を始めるが、競争相手がいない
のでＤａｔａ９０３を送信できる。続いて通信端末１ｂは、Ｄａｔａフレーム９０３の受
信応答フレームであるＡＣＫフレーム９０２ｂを送信し、ＡＣＫフレーム９０２ｂの送信
終了後にパワーオフする。
【００８４】
　上記説明では時刻Ｔ９１’から開始された競争で通信端末１ａが勝つ場合を説明してい
るが、実際には必ず勝てるわけではない。勝つ確率は通常の場合の最初の再送の上限値と
電池が少なくない場合の最初の再送の上限値によって異なる。
【００８５】
　たとえば、通常の場合の最初の再送の上限値をＷｉＦｉ準拠製品で用いられている６３
にし、電池が少ない場合の最初の再送の上限値を３１とすると、全組合せ６４×３２＝２
０４８通りの中で、上限値６３の方が勝つ組合せは４９６通り、上限値３１の方が勝つ組
合せは１５２０通り、引き分ける組合せが３２通り、それぞれの確率は２４．２％、７４
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．２％、１．６％となる。
【００８６】
　通常の場合と電池が少ない場合の最初の再送の上限値が同じ６３の場合は、全組合せが
６４×６４＝４０９６通りで、通常の場合の方が勝つ組合せは２０１６通り、電池が少な
い場合の方が勝つ組合せは２０１６通り、引き分ける組合せが６４通り、それぞれの確率
は４９．２％、４９．２％、１．６％となる。
【００８７】
　したがって、図９における時刻Ｔ９１’から開始された競争で通信端末１ａが通信端末
１ｂに勝つ確率が４９．２％から７４．２％となって通信端末１ａが勝ちやすくなり、通
信端末１ｂがＰＳ－Ｐｏｌｌ８１０ｂを送信している時に通信端末１ａがパワーオンして
おく確率が下がるので平均的に通信端末１ａの低消費電力化が図れるものである。
【００８８】
　次に、図１０の場合について説明する。図１０の期間において、本発明を実施している
通信端末１ａは管理端末２からフレームを１つ受信し、本発明を実施していない通信端末
１ｂは管理端末２宛てにフレームを１つ送信している。図１０において、Ｂｅａｃｏｎフ
レーム１０００は、管理端末２から送信されており、通信端末１ａ、１ｂは時刻Ｔ１００
のＢｅａｃｏｎフレーム１０００を受信可能な時刻からパワーオンしている。本実施の形
態では時刻Ｔ１００の時点で管理端末２には通信端末１ａ宛てにフレームを保管しており
、フレームの保管をＢｅａｃｏｎフレーム１０００内で通知している。
【００８９】
　通信端末１ａは、管理端末２にフレームが格納されていることを認識し、フレームの送
信を要求するＰＳ－Ｐｏｌｌフレームを送信するために、通信端末１ｂは、管理端末２に
フレームが格納されていないことを認識し、準備されている管理端末２宛のフレームを送
信するために、Ｂｅａｃｏｎフレーム１０００の送信終了時刻Ｔ１００１から競争を始め
る。そして、競争に勝った通信端末１ａは、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム１００１ａを送信す
る。続いて管理端末２は、ＰＳ－Ｐｏｌｌフレーム１００１ａの受信応答であるＡＣＫフ
レーム１００２を送信する。
【００９０】
　管理端末２と通信端末１ｂとは、ＡＣＫフレーム１００２の送信終了時刻Ｔ１０２から
競争を始めるが、管理端末２の０から最小上限値の間で選択した送信待ち基本単位時間数
と通信端末１ｂのＴ１０２の時点で残っていた送信待ち基本単位時間数が同じであったた
めにＤａｔａフレーム１００３’と１００３ｂ’とが衝突し、管理端末２と通信端末１ａ
ではどちらのフレームも正常に受信できない。このため、管理端末２からＡＣＫフレーム
１００２が送信されることはなく、また通信端末１ａから１００２ａが送信されることも
ない。
【００９１】
　管理端末２及び通信端末１ｂでは、ＡＣＫフレーム１００２と１００２ａとが規定の時
間内に受信できなかったので時刻Ｔ１０２’で再送を決定し、競争を開始する。ここで、
管理端末２では、通信端末１ａから電池残量が少なくなっていることを通知されているの
で、主制御部２１１ａは通信端末１ａへのフレームの送信時に送信待ち時間設定部２１９
ａ２に対して最大上限値を最小上限値と同じ値に設定して選択範囲を最小上限値から変更
しない。一方、通信端末１ｂでは、送信待ち時間設定部１１１ｃ２は、フレームの送信時
にフレームを送信する前の待ち時間を選択する範囲を最小上限値から再送の度に順次大き
くする。
【００９２】
　そして、フレーム再送権の獲得競争に勝った管理端末２がＤａｔａフレーム１００３を
送信する。続いて通信端末１ａは、Ｄａｔａフレーム１００３の受信応答であるＡＣＫフ
レーム１００２ａを送信し、ＡＣＫフレーム１００２ａの送信終了後にパワーオフする。
【００９３】
　通信端末１ｂは、ＡＣＫフレーム１００２ａの送信終了時刻Ｔ１０３から競争を始める
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が、競争相手がいないのでＤａｔａフレーム１００３ｂを送信できる。続いて管理端末２
は、Ｄａｔａフレーム１００３ｂの受信応答であるＡＣＫフレーム１００２を送信し、Ａ
ＣＫフレーム１００２の受信終了後に通信端末１ｂはパワーオフする。
【００９４】
　上記説明では時刻Ｔ１０２’から開始された競争で管理端末２が勝つ場合を説明してい
るが、実際には必ず勝てるわけではない。勝つ確率は通常の場合の最初の再送の上限値と
電池が少なくない場合の最初の再送の上限値によって異なる。
【００９５】
　たとえば、通常の場合の最初の再送の上限値をＷｉＦｉ準拠製品で用いられている６３
にし、電池が少ない場合の最初の再送の上限値を３１とすると、全組合せ６４×３２＝２
０４８通りの中で、上限値６３の方が勝つ組合せは１２０通り、上限値３１の方が勝つ組
合せは１５２０通り、引き分ける組合せが３２通り、それぞれの確率は２４．２％、７４
．２％、１．６％となる。
【００９６】
　したがって、図１０の時刻Ｔ１０２’から開始された競争で管理端末２が通信端末１ｂ
に勝つ確率が４９．２％から７４．２％となって管理端末２が勝ちやすくなり、通信端末
１ｂがＤａｔａ１００３ｂを送信している時にパワーオンしておく確率が下がるので平均
的に通信端末１ａの低消費電力化が図れるものである。
【００９７】
　本実施の形態では、通信端末が２つの場合について説明したが、通信端末の数はいくつ
でもよいことは言うまでもない。また、本実施の形態では通信端末１ａと管理端末２の両
方で再送時に最小上限値を変更しない場合について説明したが、どちらかだけの最小上限
値を変更しなくても構わない。
【００９８】
　また、本実施の形態では最初の再送の上限値を通常時が６３で、電池残量が少ない時の
上限値を３１固定の場合について説明したが、再送時の上限値より電池残量が少ない時の
固定された上限値が小さければそれぞれ何の値であっても構わない。また、本実施の形態
では通信端末１ａがＡＣＫフレーム９０２ａ、１００２ａの送信直後にパワーオフする場
合について説明したが、管理端末２がＡＣＫ９０２ａ、１００２ａを受信できなかった場
合を考慮してある一定の時間パワーオンを継続する場合でも、平均パワーオン時間を短く
する効果があるのは言うまでもない。
【００９９】
　以上のように本実施の形態によれば、管理端末２にパワーオンとパワーオフを繰り返す
パワーセーブ通信端末である通信端末１ａがフレームを送信する際に、通信端末１ａは、
電池残量が少ないことを検知していない場合には、フレームを送信する前の待ち時間を選
択する範囲を最小上限値から再送の度に順次大きくし、電池残量が少ないことを検知した
場合には、選択範囲を最小上限値から変更しない。これにより、電池残量が少なくなった
パワーセーブ通信端末である通信端末１ａは、フレームを送信する際に通常よりも短い時
間でフレーム再送が可能となり、その結果パワーオン時間を短くできるので、通常よりも
消費電力を抑えたい電池残量が少ないときに効果的に省電力化を行うことができる、とい
う有利な効果が得られる。
【０１００】
　また、本実施の形態によれば、パワーオンとパワーオフを繰り返すパワーセーブ通信端
末である通信端末１ａに管理端末２がフレームを送信する際に、管理端末２が通信端末１
ａから電池残量が少ないことを通知されていない場合にはフレームを送信する前の待ち時
間を選択する範囲を最小上限値から再送の度に順次大きくし、通信端末１ａから電池残量
が少ないことを通知されている場合には、選択範囲を最小上限値から変更しない。これに
より、電池残量が少なくなった通信端末１ａがフレームを受信する時に、通信端末１ａに
フレームを再送する管理端末２が通常よりも短い時間でフレーム再送することが可能とな
る。したがって、通信端末１ｂとのフレーム再送権の獲得競争に勝ちやすくなり、通信端
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末１ｂのフレーム送信中に通信端末１ａにパワーオンしておいてもらう確率を小さくでき
、その結果、通信端末１ａが通常よりも消費電力を抑えたい電池残量が少ないときに省電
力化を行うことができるという有利な効果が得られる。
【０１０１】
　（実施の形態３）
　本発明の実施の形態３について図６、７及び図１１を用いて説明する。図１１は、実施
の形態３による通信システムのあるタイミングでのタイムチャートである。通信端末１ａ
、１ｂはパワーオンとパワーオフを繰り返すパワーセーブ通信端末である。通信端末１ａ
は本発明を実施しており、通信端末１ｂは本発明を実施していない。すなわち、通信端末
１ａでは、電池残量が少ないことを電池残量検知部１２０が主制御部１１１ａ１に通知し
た場合には、送信フレーム内容格納部１１２に複数のフレームが格納されたことを条件と
して主制御部１１１ａ１がパワーオン・オフ部１１１ａ２にパワーオンを設定して複数の
フレームを１度に送信する。一方、通信端末１ａでは、通常のフレーム送信を行う。
【０１０２】
　また、時刻Ｔ１１ａの時点までに通信端末１ａの主制御部１１１ａ１は電池残量検知部
１２０から電池残量が少なくなっていることを通知されている。
【０１０３】
　以下に本実施の形態の通信システムの動作を説明する。図１１の期間において、通信端
末１ａ、１ｂは管理端末２宛てのフレームをそれぞれ同じ周期１１１ａ及び１１１ｂで２
つずつ送信している。通信端末１ｂにおいては、時刻Ｔ１１ｂ及び時刻Ｔ１１ｂ’で管理
端末２宛てのフレームが準備され、時刻Ｔ１１ｂ及び時刻Ｔ１１ｂ’でパワーオンして１
つずつフレームの送信を行っている。そして、通信端末１ｂは、フレームの送信が終了す
る毎にパワーオフしている。
【０１０４】
　通信端末１ａにおいては、時刻Ｔ１１ａ及び時刻Ｔ１１ａ’で管理端末２宛てのフレー
ムが１つずつ準備されているが（図示せず）、時刻Ｔ１１ａでは管理端末２宛てのフレー
ムが１つしか準備されていないので、時刻Ｔ１１ａではパワーオンせずに、管理端末２宛
てのフレームが２つ準備されたＴ１１ａ’でパワーオンしてフレームを送信している。そ
して、通信端末１ａは、フレームの送信の終了後にパワーオフしている。
【０１０５】
　ここで、図１１における通信端末１ａと通信端末１ｂとのパワーオン時間の具体的な差
を考えてみる。通信端末１ａのパワーオン時間１１１０ａは、固定の値ではないが平均値
としては「セットアップ時間１１１２ａ＋（平均Ｄａｔａ１１０３ａ－ＡＣＫ１１０２時
間）×２」から構成される。通信端末１ｂのパワーオン時間１１１０ｂは、「セットアッ
プ時間１１１２ｂ＋平均Ｄａｔａ１１０３ｂ－ＡＣＫ１１０２時間」から構成される。
【０１０６】
　セットアップ時間１１１２ａ，１１１２ｂは、パワーオフされていた回路を動作可能に
する時間であり、回路の電源をＯＮにして動作設定を行う時間が含まれ、一般的に数ｍｓ
～数十ｍｓの時間を必要とする。また、「平均Ｄａｔａ１１０３ａ－ＡＣＫ１１０２時間
」と「平均Ｄａｔａ１１０３ｂ－ＡＣＫ１１０２時間」は、Ｄａｔａ１１０３ａ、１１０
３ｂの最小上限値と送信バイト及び送信レートが同じであれば同じ値になり、図１１では
それぞれ同じであることを仮定している。
【０１０７】
　この場合、図１１における通信端末１ａの全パワーオン時間はパワーオン時間１１１０
ａのみの「セットアップ時間１１１２ａ＋（平均Ｄａｔａ１１０３ａ－ＡＣＫ１１０２時
間）×２」である。また、通信端末１ｂの全パワーオン時間は「パワーオン時間１１１０
ｂ×２」の「（セットアップ時間１１１２ｂ＋平均Ｄａｔａ１１０３ｂ－ＡＣＫ１１０２
時間）×２」である。したがって、通信端末１ｂより通信端末１ａの方がセットアップ時
間の１つ分だけパワーオン時間を短くすることができる。
【０１０８】
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　空中に送信されるレートを１１Ｍｂｐｓ、最小上限値を３１として、Ｄａｔａフレーム
１１０３ａをＧ．７１１のコーデックにより２０ｍｓ間隔でサンプルされた音声データと
すると、Ｄａｔａフレーム１１０３ａ－ＡＣＫフレーム１１０２の平均時間は８８６．１
μｓとなる。セットアップ時間１１１２ａ、１１１２ｂを２ｍｓと仮定する。
【０１０９】
　通信端末１ａの全パワーオン時間は、「セットアップ時間１１１２ａ＋（平均Ｄａｔａ
１１０３ａ－ＡＣＫ１１０２時間）×２」＝（２０００＋８８６．１×２）＝３７７２．
２μｓである。また、通信端末１ｂの全パワーオン時間は、「（セットアップ時間１１１
２ｂ＋平均Ｄａｔａ１１０３ａ－ＡＣＫ１１０２時間）×２」＝（（２０００＋８８６．
１）×２）＝５７７２．２μｓである。よって、３７７２．２／５７７２．２＝０．６５
４なので、図１１の期間では３４．６％の消費電力削減が図れることになる。
【０１１０】
　本実施の形態では通信端末が２つの場合について説明したが、通信端末の数はいくつで
もよいことは言うまでもない。また、本実施の形態では通信端末１ａが２つのフレームが
準備された場合に送信を行う場合について説明したが、２つのフレームに限定するもので
はなく、２つ以上のフレームが準備された場合に送信を行えばよいことは言うまでもない
。
【０１１１】
　以上のように本実施の形態によれば、パワーオンとパワーオフを繰り返すパワーセーブ
通信端末である通信端末１ａが管理端末２にフレームを送信する際に、通信端末１ａは、
自端末の電池残量が少ないことを検知した場合に、複数のフレームが準備されたタイミン
グでパワーオンして複数フレームを送信する。すなわち、電池残量が少なくなった通信端
末１ａは、フレームを送信するときに複数のフレームを一度に送信する。これにより、電
池残量が少なくなった通信端末１ａは、フレームを送信するためにパワーオン状態にする
ために必要とされていたセットアップ時間の回数を減らすことが可能となり、その結果、
パワーオン時間を短くできるので通常よりも消費電力を抑えたい電池残量が少ないときに
効果的に省電力化を行うことができる、という有利な効果が得られる。
【０１１２】
　（実施の形態４）
　本発明の実施の形態４について図６、７及び図１２を用いて説明する。図１２は、実施
の形態４による通信システムのあるタイミングでのタイムチャートである。通信端末１ａ
、１ｂはパワーオンとパワーオフを繰り返すパワーセーブ通信端末である。通信端末１ａ
は本発明を実施しており、通信端末１ｂは本発明を実施していない。すなわち、通信端末
１ａでは、電池残量が少ないことを電池残量検知部１２０が主制御部１１１ａ１に通知し
てきた場合に、通信端末１ａの主制御部１１１ａ１は、送信フレーム内容格納部１１２に
フレームが格納されたタイミングではフレームの送信を行わずに、管理端末２の基準フレ
ームのタイミングに合わせてパワーオン・オフ部１１１ａ２にパワーオンを設定して送信
部１５０をパワーオンする。そして、フレーム内容読み出し部１１１ｃ４が基準フレーム
の受信を通知してきた場合に、その時点で送信フレーム内容格納部１１２にフレームが格
納されている場合に該フレームを送信する。一方、通信端末１ｂは、通常のフレーム送信
を行う。
【０１１３】
　また、時刻Ｔ１２ａの時点までに、通信端末１ａの主制御部１１１ａ１は、電池残量検
知部１２０から電池残量が少なくなっていることを通知されている。
【０１１４】
　以下に本実施の形態の通信システムの動作を説明する。図１２の期間で、通信端末１ａ
、１ｂは、管理端末２宛てのフレームをそれぞれ同じ周期１２１１ａ及び１２１１ｂで２
つずつ送信している。通信端末１ｂにおいては、時刻Ｔ１２ｂ及び時刻Ｔ１２ｂ’で管理
端末２宛てのフレームが準備され、時刻Ｔ１２ｂ及び時刻Ｔ１２ｂ’でパワーオンしてフ
レームの送信を行っている。また、通信端末１ｂは、時刻Ｔ１２０のＢｅａｃｏｎフレー
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ム１２００を受信するために、時刻Ｔ１２０よりもパワーアップ時間１２１２ａ、１２１
２ｂ分早い時刻Ｔ１２０’でパワーオンしている。
【０１１５】
　通信端末１ａは、時刻Ｔ１２ａ及び時刻Ｔ１２ａ’で管理端末２宛てのフレームが準備
されているが（図示せず）、時刻Ｔ１２ａ及びＴ１２ａ’ではパワーオンせずに、時刻Ｔ
１２０のＢｅａｃｏｎフレーム１２００の受信に続けて、管理端末２宛ての２つのフレー
ムを一度に送信している。
【０１１６】
　ここで、図１２における通信端末１ａと通信端末１ｂとのパワーオン時間の具体的な差
を考えてみる。通信端末１ａのパワーオン時間１２１０ａは、「セットアップ時間１２１
２ａ＋Ｂｅａｃｏｎフレーム１２００受信時間＋（平均Ｄａｔａ１２０３ａ－ＡＣＫ１１
０２時間）×２」から構成される。通信端末１ｂのパワーオン時間１２１０ｂは、「セッ
トアップ時間１２１２ｂ＋平均Ｄａｔａ１２０３ｂ－ＡＣＫ１２０２」から構成される。
通信端末１ｂのパワーオン時間１２１０ｂ’は、（セットアップ時間１２１２ｂ＋Ｂｅａ
ｃｏｎフレーム１２００受信時間」から構成される。
【０１１７】
　セットアップ時間はパワーオフされていた回路を動作可能にする時間であり、回路の電
源をＯＮにして動作設定を行う時間が含まれ、一般的に数ｍｓ～数十ｍｓの時間を必要と
する。また、「平均Ｄａｔａ１２０３ａ－ＡＣＫ１２０２時間」と「平均Ｄａｔａ１２０
３ｂ－ＡＣＫ１２０２時間」は、Ｄａｔａ１２０３ａ、１２０３ｂの最小上限値と送信バ
イト及び送信レートが同じであれば同じ値になり、図１２ではそれぞれ同じであることを
仮定している。
【０１１８】
　この場合、図１２における通信端末１ａの全パワーオン時間は、パワーオン時間１２１
０ａのみの「セットアップ時間１２１２ａ＋Ｂｅａｃｏｎフレーム１２００受信時間＋（
平均Ｄａｔａ１２０３ａ－ＡＣＫ１１０２時間）×２）」である。また、通信端末１ｂの
全パワーオン時間は、「パワーオン時間１２１０ｂ×２＋パワーオン時間１２１０ｂ’」
の「セットアップ時間１２１２ｂ×３＋Ｂｅａｃｏｎフレーム１２００受信時間＋（平均
Ｄａｔａ１２０３ａ－ＡＣＫ１１０２時間）×２」である。したがって、通信端末１ｂよ
り通信端末１ａの方がセットアップ時間の２つ分だけパワーオン時間を短くすることがで
きる。
【０１１９】
　空中に送信されるレートを１１Ｍｂｐｓ、最小上限値を３１として、Ｄａｔａフレーム
１１０３ａをＧ．７１１のコーデックにより２０ｍｓ間隔でサンプルされた音声データと
すると、Ｄａｔａフレーム１２０３ａ＋ＡＣＫフレーム１２０２の平均時間は８８６．１
μｓとなる。また、Ｂｅａｃｏｎフレーム１２００の送信レートを１Ｍｂｐｓとすると概
ね１ｍｓの時間を必要とし、セットアップ時間１２１２ａ、１２１２ｂを２ｍｓと仮定す
る。
【０１２０】
　通信端末１ａの全パワーオン時間は、「セットアップ時間１２１２ａ＋Ｂｅａｃｏｎフ
レーム１２００受信時間＋（平均Ｄａｔａ１２０３ａ－ＡＣＫ１２０２時間）×２」＝（
２０００＋１０００＋８８６．１×２）＝４７７２．２μｓである。また、通信端末１ｂ
の全パワーオン時間は「セットアップ時間１２１２ｂ×３＋Ｂｅａｃｏｎフレーム１２０
０受信時間＋（平均Ｄａｔａ１２０３ａ－ＡＣＫ１２０２時間）×２」＝（２０００×３
＋１０００＋８８６．１×２）＝８７７２．２μｓである。よって、４７７２．２／８７
７２．２＝０．５４４なので、図１２の期間では４５．６％の消費電力削減が図れること
になる。
【０１２１】
　本実施の形態では、通信端末が２つの場合について説明したが、通信端末の数はいくつ
でもよいことは言うまでもない。
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【０１２２】
　以上のように本実施の形態によれば、管理端末２に管理されるパワーオンとパワーオフ
を繰り返すパワーセーブ通信端末である通信端末１ａは、自端末の電池残量が少ないこと
を検知した場合に、フレームが準備されたタイミングではフレームの送信を行わずに、管
理端末２の基準フレームを受信するためにパワーオンした時にフレームの送信を行う。こ
れにより、通信端末１ａからのフレーム送信のためだけにパワーオン状態にするために必
要とされていたセットアップ時間が不要となり、その結果、通信端末１ａのパワーオン時
間を短くできるので、通常よりも消費電力を抑えたい電池残量が少ないときに効果的に省
電力化を行うことができる、という有利な効果が得られる。
【産業上の利用可能性】
【０１２３】
　以上のように、本発明にかかる通信端末は、電池を駆動源として電池残量が少なくなっ
ても充電が困難な場合が多い無線電話端末やＰＤＡを通信端末とする、通信システムの用
途に有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１２４】
【図１】通信端末を示す外観斜視図
【図２】通信端末のハードウェアの一例を示すブロック図
【図３】管理端末（前面）を示す外観斜視図
【図４】管理端末（背面）を示す外観斜視図
【図５】管理端末のハードウェアの一例を示すブロック図
【図６】通信端末の機能ブロック図
【図７】管理端末の機能ブロック図
【図８】本発明の実施の形態１における通信システムの動作を示したタイムチャート
【図９】本発明の実施の形態２における通信システムの動作を示したタイムチャート
【図１０】本発明の実施の形態２における通信システムの動作を示したタイムチャート
【図１１】本発明の実施の形態３における通信システムの動作を示したタイムチャート
【図１２】本発明の実施の形態４における通信システムの動作を示したタイムチャート
【符号の説明】
【０１２５】
　１ａ　　通信端末
　１ｂ　　通信端末
　２　　管理端末
　１１１ａ　　ＣＰＵ
　１１１ａ１　　主制御部
　１１１ａ２　　パワーオン・オフ部
　１１１ｃ　　無線ＭＡＣブロック
　１１１ｃ１　　送信フレーム生成部
　１１１ｃ２　　送信待ち時間設定部
　１１１ｃ３　　再送制御部
　１１１ｃ４　　フレーム内容読み出し部
　１１２　　送信フレーム内容格納部
　１２０　　電池残量検知部
　１２１　　電池
　１５０　　送信部
　１６０　　受信部
　２１１ａ　　主制御部
　２１４　　送信フレーム内容格納部
　２１９ａ　　ＭＡＣブロック
　２１９ａ１　　送信フレーム生成部
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　２１９ａ２　　送信待ち時間設定部
　２１９ａ３　　再送制御部
　２１９ａ４　　フレーム内容読み出し部
　２５０　　送信部
　２６０　　受信部

【図１】 【図２】
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【図３】

【図４】

【図５】

【図６】 【図７】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１２】
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